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大会の準備・運営に多大な苦労があったことに
間違いはなく，運営に携わられた方々のご尽力
に心から感謝を申し上げたい．
　生来，「予防」と「法」の相性は良くないと言
われる．「予防」が事前の対策であるのに対し，

「法」は事後の責任やルールを定めたものだから
である．冒頭に述べた通り，本学会はこの壁を
打ち破り，産業保健領域と法領域とが交錯して
化学変化を起こす場となることを目的のひとつ
としている．今回の第 2 回学術大会に参加され
た方々は，様々な面で予防と法の融合が進んだ
ことを実感されたことだろう．産業保健と法を
結ぶ新たな領域のさらなる発展を大いに予感さ
せるものであった．
　最後に，第 3 回学術大会のご案内を差し上げ
て，本稿を擱筆したい．次回も多くの方々にご
参加いただければ幸いである．

かじわら　たかよし 株式会社梶原産業医事務所　
代表取締役
一般社団法人日本産業保健法
学会　広報委員会主幹

施方法），面談の計画と実施（面談の必要性の有
無の検討，面談対象者の選定，面談についての
アナウンス方法，面談の目的や内容とその手順，
面談後の個別フォローに関する取り決め），組織
へのフィードバック（組織的課題の抽出とその
報告，職場環境改善の提言）という流れが示さ
れ，実体験に基づく課題やポイントが示された．

⑻　一般演題
　一般演題は「マクロ×未然防止領域」，「マク
ロ×事後解決領域」，「ミクロ×未然防止領域」，

「ミクロ×事後解決領域」のセッションで，計15
題が発表された．
　優秀演題賞には，合資会社京都労務トラスト
の篠原耕一氏による「酸素欠乏症等防止規則に
よる酸素欠乏症および硫化水素中毒の防止につ
いて」が選出された．

おわりに

　今回は前回に引き続き 2 回目のハイブリッド
開催となり，前回の経験を活かしてより質の高
い大会運営が行われたと感じている．とはいえ，
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